
ナポレオンの定理

　



 

















　三角形の外側に辺，，を一辺とする

　正三角形をつくるとき，それらの重心を結んでできる

　三角形は正三角形である。

余弦定理等による証明

　　，，，とする。
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　において，余弦定理を用いると
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　ここで，とし，
  


，


を用いると

　　　　　

 

   
  









      






　，についても同様にして，同じ式が得られるから

　　　　　

　となる。すなわち，は正三角形である。　　　　　　　　　　　　　　　　　証明終

　



 











補足

　の面積は　 




      



　である。

　　右図のように，つの正三角形を”内側”につくった場合も

　重心を結んだは正三角形になる。

　証明は
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　と変わる。したがって，大小の正三角形の面積の差は

　　　

　となる。


